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日本的都市の特質を明らかに

する

　「かって都市は人類文化の粋，

文明の象徴であった。」しかし、

　「がんらい文明の象徴であった

はずの都市が，なぜこのように

人々の支配しきれぬ形で膨張

し，市民生活をおびやかし，文

明を滅ぼそうとしているのか。

なぜ市民すべてを幸福にするこ

とができないのか。われわれは

いまその事態を見きわめ，その

病根をつみとるべき時に立って

いる。」と著者はいう。そしてそ

の病根を，解明するために，都

市の発展を歴史的にとらえる方

法をとる。この点について著者

は「あとがき」で，「現代都市

論」と題しながら過去の歴史を

語りすぎたかもしれないと述べ

ているが，問題意識を，現代日

本の都市問題にはっきりしぼっ

ていて，日本の特殊性をとりだ

す試みは十分成功しているとい

える。とくに豊富な資料を駆使

して都市の歴史と都市研究史を

オーバーラップさせながら説明

していく手法は説得力をもつも

88

のである。

第３章以下は，現代経済と都

市，都市形成の諸要因，都市の

財政と行政とつづいて，都市論

としては一応もれなく触れてい

る。これは，本書が大学の講義

をもとにしているからでもある

が，根本的には都市学がすぐれ

て総合的な学問であり，あらゆ

る知識を必要とするからであろ

う。　しかもその知識は断片的な

寄せ集めでは意味がない。たと

えば，水の問題は，水道や水道

事業につながると同時に消防・

防災とも関係する。また，商工

業の発展は公害や交通問題と無

縁でないことを考えれば明らか

であろう。全体を総合する一つ

の目が必要なのである。こうし

た視点はとくに第４章に一貫し

てみられるものである。

このほか，土地・住宅の経済学

的解明に手をつけたことや都市

財政に対する分析は，著者の研

究を一層すすめたものとして，

本書の特徴にかぞえていいだろ

う。最後に著者は，理想都市実

現のための基本条件は市民運動

の展開と都市研究の推進・総合

化にあるとして，国・自治体の

都市政策の転換を要求してい

る。この意味においても、大都

市自治体の職員にじっくりよん

でもらいたい本の一つである。

＜Ｉ＞

あとがき

現在行なっている市行政は多く

の問題をかかえています。すな

わち，行政のやり方がマンネリ

ズムに流されていないか，新し

い行政の工夫がなされている

か，行政が効率的に運用されて

いるか，行政にムダがないかと

自問してみれば，問題の多様性

と所在は明らかでありましょ

う。にもかかわらず，私たちは

日常行政のなかに埋没しがちに

なり，反省と改善を怠りがちに

なっています。

しかし，市民に生き生きとした

行政サービスを提供するために

は，行政の自己反省をたえず行

ない，より良いものへと改善し

ていく努力と工夫がぜひとも必

要です。

そこで，今回はこうした観点か

ら，「行政の再点検と提案」と

題して特集してみました。行政

担当者たる部・課長さんに，実

態・問題点・提案を執筆してい

ただき，それに対する外側から

の批評として，学識経験者のコ

メントを加えてみました。

なお，次号も，本号につづいて

「行政の再点検と提案」を特集い

たします。これを機会に職員の

皆さんが行政の再点検をいろい

ろな角度から行ない，創意にみ

ちた提案が職場でなされること

を期待してやみません。＜Ｎ＞
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